
構造 － 九州農業の特徴 －

【九州は日本の食料基地】

農業が盛んな九州は日本の食料基地となっており、「全国の１割経済」といわれてい

る中、農業産出額では全国の２割を占めています。

また、県民経済計算(県内総生産)の産業別割合から計算した特化係数をみると、九州

は全国の中でも農業のウエイトが大きい地域であることが分かります。

資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」、内閣府「令和２年県民経済計算」
国土地理院「令和５年全国都道府県市区町村別面積調」、総務省「令和３年経済センサス活動調査」
総務省統計局「令和５年労働力調査」

注：１ 農業産出額は、都道府県別の品目ごとの生産量に、品目ごとの農家庭先販売価格（消費税を含む。）
を乗じて求めたもの。なお、農業産出額の全国は都道府県計。

２ 県内総生産の全国は全県計（都道府県計）。

県民経済計算からみた農業の特化係数

資料：内閣府「令和２年県民経済計算」

全国に占める九州の割合

特化係数： 地域のある産業、例えば農業がどれだけ特化している
かを見る係数で、１に近いほど全国の構成割合に近く、
１より大きくなれば全国に比べ農業のウエイトが大きい
ことを示します。
特化係数＝地域の農業構成割合÷全国の農業構成割合
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農業産出額 県内総生産 総土地面積 企業数 就業者数

（％）

九州 18千億円
全国 90千億円

九州 462千億円
全国 5,588千億円

九州 42千㎢
全国 378千㎢

九州 388千企業
全国 3,684千企業

九州 652万人
全国 6,747万人
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資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」

主な品目別農業産出額の全国に占める九州の割合

【野菜、畜産などの全国上位を占める】

九州の部門別農業産出額の全国に占める割合をみると、いも類、工芸農作物、畜産で

は約３割、野菜では約２割を占めています。

また、みかんやしらぬい（デコポン）など果実の生産も盛んです。

部門別農業産出額の全国に占める九州の割合
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単位：億円、％

農業産出額 農業産出額

（全国） （九州） 県名
農業

産出額
全国

シェア

かんしょ 1,111 310 27.9 鹿児島 164 14.8

ばれいしょ 1,012 273 27.0 鹿児島 141 13.9

トマト 2,302 576 25.0 熊本 376 16.3

いちご 2,019 699 34.6 福岡 242 12.0

きゅうり 1,251 289 23.1 宮崎 163 13.0

なす 755 177 23.4 熊本 97 12.8

メロン 655 140 21.4 熊本 117 17.9

すいか 631 142 22.5 熊本 114 18.1

ピーマン 538 196 36.4 宮崎 110 20.4

みかん 1,557 476 30.6 熊本 147 9.4

しらぬい（デコポン） 177 122 68.9 熊本 87 49.2

キウイフルーツ 101 29 28.7 福岡 20 19.8

マンゴー 89 63 70.8 宮崎 50 56.2

なつみかん 43 28 65.1 鹿児島 17 39.5

茶（生葉） 471 223 47.3 鹿児島 154 32.7

さとうきび 295 128 43.4 鹿児島 128 43.4

葉たばこ 190 105 55.3 熊本 43 22.6

肉用牛 7,912 3,199 40.4 鹿児島 1,228 15.5

豚 6,775 2,042 30.1 鹿児島 909 13.4

ブロイラー 3,940 2,022 51.3 鹿児島 889 22.6

畜
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部門 品目名
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（百億円）

過去最高年（1990年）
2兆341億円

1兆8,208億円
（2022年）

構造 － 農業産出額 －

【農業産出額は対前年1.7％の増加】

令和４(2022)年の九州の農業産出額は１兆8,208億円で、主食用米において生産量の
減少に加えて価格の低下がみられたものの、主にいちご及びたまねぎの価格が上昇した
ことに加えて価格が高水準となった輸入鶏肉の代替需要が重なりブロイラー価格が上昇
したこと等から、対前年増減率は1.7%増加しました。
過去50年の農業産出額をみると、平成２(1990)年をピークに減少傾向で推移していた

ものの、平成23(2011)年以降は７年連続で増加しました。その後、平成30(2018)年以降
は減少傾向で推移していましたが、令和３（2021）年以降は増加に転じています。

農業産出額（九州）

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

令和４
（2022）年

平成24
（2012）年

平成14
（2002）年

平成４
（1992）年

昭和57
（1982）年

昭和47
（1972）年

過去50年の農業産出額の推移（九州）

実額（億円） 構成割合（％） 実額（億円） 構成割合（％）

農業産出額 17,905 100.0 18,208 100.0 1.7

耕種計 8,982 50.2 9,065 49.8 0.9

うち          米 1,469 8.2 1,408 7.7 ▲ 4.2

麦類 75 0.4 75 0.4 0.0

豆類 36 0.2 40 0.2 11.1

いも類 616 3.4 583 3.2 ▲ 5.4

野菜 4,141 23.1 4,298 23.6 3.8

果実 1,349 7.5 1,353 7.4 0.3

花き 600 3.4 667 3.7 11.2

工芸農作物 535 3.0 492 2.7 ▲ 8.0

畜産計 8,751 48.9 8,978 49.3 2.6

うち      肉用牛 3,169 17.7 3,199 17.6 0.9

乳用牛 804 4.5 771 4.2 ▲ 4.1

豚 2,008 11.2 2,042 11.2 1.7

鶏 2,719 15.2 2,908 16.0 7.0

加工農産物 172 1.0 166 0.9 ▲ 3.5

区分

令和３（2021）年 令和４（2022）年 対前年
増減率
（％）
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【畜産や野菜が盛ん】

部門別にみると、九州は全国に比べて米の割合が低く(全国15.5％、九州7.7％)、畜
産の割合が高くなっています(全国38.5％、九州49.3％)。このほか、温暖な気候を活か
し、野菜や果実の生産など多様な農業が展開されています。
50年前と比べると、九州では、昭和47(1972)年は30.5％だった畜産が令和４(2022)年

には49.3％へと、野菜は12.1％から23.6％へと大幅に増加しました。一方、米は30.7％
から7.7％へと大幅に減少し、時代とともに米を中心とした農業から野菜、畜産を中心
とする農業へと推移しています。この推移は、全国と同じ傾向です。
その結果、農業産出額の全国上位10県に畜産や野菜の生産が盛んな鹿児島県、熊本県、

宮崎県の３県がランクインしています。

農業産出額全国上位10県（令和４(2022)年）農業産出額部門別割合（令和４(2022)年）

資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」

50年前の農業産出額の部門別構成割合との比較（全国・九州）

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」

単位：億円

農業産出額都道府県名順位

12,919 北海道１位

5,114 鹿児島２位

4,409 茨城３位

3,676 千葉４位

3,512 熊本５位

3,505 宮崎６位

3,168 青森７位

3,114 愛知８位

2,718 栃木９位

2,708 長野10位
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令和４
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九州

米 野菜 果実 畜産 その他

（％）

米

１兆4,015億円

(15.5%)

野菜

２兆2,298億円

(24.7%)

果実

9,232億円

(10.2%)

畜産

３兆4,673億円

(38.5%)

その他

9,929億円

(11.0%)

全 国

９兆147億円

(100%)

米

1,408億円

(7.7%) 野菜

4,298億円

(23.6%)
果実

1,353億円

(7.4%)

畜産

8,978億円

(49.3%)

その他

2,171億円

(11.9%)

九 州

１兆8,208億円

(100%)
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構造 － 農業経営体 －

【農産物販売金額5,000万円以上の農業経営体の割合は全国を上回る】

九州における基幹的農業従事者の平均年齢は全国に比べ1.4歳若くなっていますが、平均年

齢は66歳を超え、農業者の高齢化が進んでいます。また、農業経営体数は165千経営体であり、

10年前に比べて約３割減少しましたが、法人化している経営体は1.5千経営体(37％)増加して

います。

また、九州各県では農産物販売金額5,000万円以上の農業経営体の割合が増加しており、佐

賀県、熊本県、宮崎県及び鹿児島県が全国平均を上回っています。

資料：農林水産省「農林業センサス」

資料：農林水産省「農林業センサス」
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農産物販売金額5,000万円以上の農業経営体の割合

平成22年 平成27年 令和２年
（％）

令和２
（2020）年

平成27
（2015）年

平成22
（2010）年

全国平均
2.0％

（令和２年）

15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者を
いう。

基幹的農業従事者注：

平成22（2010）年は販売農家の数値、平成27（2015）年、令和２（2020）年は
個人経営体の数値。

基幹的農業従事者平均年齢

経営耕地面積が30ａ以上の規模の農業、又は販売金額50万円以上に相当する規
模の農業を行う者（農作業の受託を含む。）。

農業経営体

農業経営体のうち、法人化して事業を行う者。法人経営体

平成22
（2010）年

平成27
（2015）年

令和２
（2020）年

平成22
（2010）年

平成27
（2015）年

令和２
（2020）年
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構造 － 耕地面積 －

【耕地面積は51万1,100ha、耕地利用率は102.4％】

九州の耕地面積は、全国(433万ha)の約１割を占めています。
担い手の高齢化による荒廃農地の増加、宅地や道路への転用等の理由により、平成４

(1992)年からおよそ14万ha減少していますが、荒廃農地対策の推進等もあり、ここ近年
の減少幅は緩やかになってきています。
耕地利用率は全国平均91.3％を上回る102.4％となっています。特に、福岡県、佐賀

県では水田を活用した裏作(麦)が行われ、宮崎県では飼料作物の作付けが年間複数回行
われることから100％を大きく上回っています。

耕地面積と耕地利用率の推移（九州）

耕地及び作付延べ面積と耕地利用率（令和４(2022)年）

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」
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